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■平成２年度東京同窓会総会出席・欠席者氏名一覧［敬称略］

出席者名

＊欠席巻氏名は、欠席のご連絡をいただいた方のみ掲載。

　　　　　　　欠　席　者　名

腰山巳代治柴田清
淡路千代治佐藤圭介並木信道村岡洋三

板倉創造小桧英夫
石橋俊夫栗生沢寛小仲清一近藤三郎高田忠
夫高垣重推武藤裕宣藤田成宜

金谷与十郎
安濃三郎
今立貞二高橋富男塚本信男石山栄蔵

大山芳雄久保田恒成武衛尚道
信太金昌皆川紗武良中田友也
淡路輝一布谷善一郎

石丸健次郎木内亨小林健二郎住吉忠三
青木十三夫泉勇神馬敏郎奈良善四郎真埼
清次平泉修
相庭等打矢章一工藤文一郎佐藤寛安井

哲彦
石山栄一鈴木鉱三郎高橋隆雄宮原茂悦

草野英幸輿石祐爾腰山光治佐々木喜丸田畑
武雄村田守
伊勢隆次金丸明佐藤芳清山田章二
石田浩之岩森螢幼童埼邦文yli村幸信北林初

治工藤典夫佐藤功仙台忠正常井昭夫畠

仁也
祖沢昭一愛沢鉄治測田巌加茂谷宏長谷川
良太郎菊地栄一塩谷昭二郎柴田文夫能登良
治森田繁雄

祖滞秋和加藤武　日下部道夫田口冊三杉崎
聴.男　畠山淳－
佐藤信一坂本逸郎納谷正一束海林毅

藤田成孝

石斧洋二

後藤典二

高原英夫
佐々木溥高槍正太郎草皆英二郎早埼敬泊

能上和男

今久男

L3勝永全一

14

L5

16

17

安濃五平

塚本淳逸

青水栄三

村木良二

佐々木膚鈴木喜雄吉田信一伊勢真佐実
(能代)
熊谷洋三近藤誠
梅田恭三高橋義三深井昭信

L8伊藤利兵衛高畑政宏

19伊藤忠夫千葉孝夫佐藤達郎坂本史郎吉
　　方盛恭小林肇

20高畠隆

新制　　　　　　　出席者名 欠　席　者　名

１鈴木良夫

２吉田裕河田俊彦

　伊藤康孝

３

　伊藤逸郎草陰部甫小林究明須藤満雄村

４井克自
　相沢裕誰清水良二鈴木博館岡邦彦田
５畑鉄男矢ロ裕

　今村宏司小山黎子田久保光一
６

　小質実北島茂平川明三郎小野純治
　栗原俊一須藤祥夫高田嘉子　畠豊彦
７

神馬芳続金子隆太郎五十嵐嘉久禰
小野喬飯坂勝美小田鴫朗金谷芳郎佐藤匪

一塩谷隆二七戸一幸民谷慎一　日沼聡前
田栄太郎
五十嵐資和雄鹿春勝北川京二菊池弘吾高橋

宏和保坂隆司本間善夫山谷正勝渡辺利広
谷面義郎
石戸忠五郎鈴木勝也仙台識也田顛久雄土井

啓有吉田博安井浩－
石岡卓司大倉太助桐越誠設楽義雄鈴木恪
悦三田登細田了平宮腰孝―成田憲司

市川友之越後陽一金丸正金子勝信神尾昌
裕河合雅子木村信逸金野哲夫佐藤正名佐
藤邦夫柴田幹雄塚水昭次郎中島正美畑江道

広藤岡寛子
水面昭男工藤鉄也工藤尊久佐藤郁久男佐々

木肌麿柴田邦子

16－



21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

９

10

一 一

８，岩見尚夫金子秀雄北村祐三近藤勇夫馬

場ノリ　平川国一松橋重美堀良三佐々

木高博　八部昭義杉崎孝雄

工藤豊

呂旧徽義

穴山勝良推鹿豊彦須田正巳
林莞爾
石川正順太田勝治笹木広澄

田雄右本庄喜代彦鈴木元紀

11 1石川正順太田勝治笹木広澄下間弘道

　　田雄右本庄喜代彦鈴木元紀田中善明

　　腰瑞夫

12小形昇三小島セイ　田口昌孝藤田道義

13神尾昌俊城野攻一布川隆治

14

15

16

佐々木隆旧中部三檜森寛野
若松正雄

内仰若

集

客

磯邦博加藤昭小高功高田政勝高

谷誠奈良時夫瀋谷裕一

小林勝彦斉藤宏行清野勝子武田功堀

内患人矢本信章

17佐々木正男　本庄瑞彦

18浅野友城大野操大山金四郎坂田光男

19井上道晴

　　笹村ハ州

　　橋ヒサ子

20伊藤陽－

今野廣隆

高松正行

日沼元久

小野津世子小林雅夫
橋本鯖千葉礼子高

若狭秀巳

小笠原牧子熊谷一美菅原渉

小河範也

工藤俊一

高橋敦子

泉富士男吉田真由美

出席者

招待者

欠席者

旧制33名

11名

旧制89名

新　制　103（女性11）名

新　制226名

　　　　　　　　　　－

板貪官禰今立甲矢誰長内明徳鎌田吉郎神血

l丘子京敬一佐葎三郎佐々木弘高塩山元久
鳴田拓爾竹内尭豊沢充美豊田護奈良弘
司原田幸朗本庄敬雄宮腰英佃

石岡忠治梅田政男江川瑞宏加賀義介栗和田
噛栗原優子工藤嘉明斎藤秀夫七戸節雄高
砂浩田村紀允平川政宏宮腰香児

大高良美加賀恒成柴田武鈴木昇高橋哲
也新川高信三浦義輝村岡公夫
赤塚修三赤塚鉄男国松英二小林幹男佐藤清

弘佐藤晃一佐藤芙美恵清水武久詐内孝男
松岡興紀　占田忠義
荒谷誠石田邦明熊谷幸夫佐藤亘杉淵治
康武田茂千田浩一野中啓右平沢正三郎

血本義馬山田圭一
大倉報三加賀宗彦加賀幸則笠木宣也北村幸一

　雄熊谷博雄小林武廣佐藤三男須藤靖夫檜

　森隆
　石川義彦大沢忠夫小渾孝一宮腹克也森喬

　夫森田弘　山田孝行山本敏米沢忠良渡
　辺允康

　越後谷達雄戸山勇一船山稔檜森忠義福田
　健作三浦節夫渡辺誠子石原恵美子播磨谷冰

　也
　梅田俊雄越後昌樹北林正晴畠山昇平渾正

　典平塚徳子
　相沢保紀信太一高高松睦夫三谷洋志柳谷和

　夫
｜男鹿谷浩巾工藤正樹小林公雄田村規清畑山
　進藤田辰夫
　浅野壌越後義明大倉久史加茂谷純一工藤

　栄喜武田正辻敏平塚たづ子

青柳信夫柏木秀恩鎌田邦明川村

　
田
邦
明

巳
山
阿
峻

金野正道坂田二郎柴田真理子

孝菊池圧
森同俊明

豊
清大高正典小田切春美工藤長昭

後藤幸一佐藤司武田信雄田村

金野

鼠

直島博明　畠山輝一
熊深朝子佐々木博柴田正信林信子三浦和

信
阿部義三加藤秋夫高暇仁

菊池雄三工藤稚信山本良寿
大山等小林彰佐藤義宏
伊藤幸彦伊藤裕子菊地勇作桜田
明子庄内俊恵長岡幸夫針金三弥

・金田千穂子
　金田優高井一男

仙台英俊

鈴木裕美子長谷川徹安田光教

同伴者

合計

合計
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　　４名

151名

315名

勇佐保田
渡辺隆幸



●communit:y repor七

市
民
憲
章
、
市
一
花
・
木
・
鳥
決
ま
３

能
代
市
（
旧
扇
渕
村
、
檜
山
町
、
鶴
形
村
、
浅
内

村
、
常
盤
村
を
編
入
）

　
ち
よ
っ
と
み
い
話
題
に
な
る
が
、
市
は
5
0
周
年
を
迎

え
た
こ
と
を
咬
に
、
郷
土
を
愛
し
、
縁
に
囲
ま
れ
た
快

適
な
環
境
作
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
ト
月
一
日
の
心

制
記
念
日
に
市
民
憲
章
及
び
市
の
花
（
ハ
マ
ナ
ス
）
、
木

（
ク
ロ
マ
ツ
）
、
鳥
（
カ
モ
メ
）
を
制
定
し
た
。

　
憲
章
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
に
理
解

で
き
る
表
現
で
、
前
文
に
能
代
の
特
色
を
表
し
た
自
然

環
境
、
歴
史
性
を
盛
り
込
み
、
本
文
は
自
然
・
健
康
・

文
化
・
家
庭
：
安
全
の
五
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
《
前
文
》
わ
た
し
た
ち
は
、
広
い
日
本
海
、
緑
の
松
原

と
豊
か
な
流
れ
の
米
代
川
に
恵
ま
れ
、
港
と
木
材
の
ま

ち
と
し
て
栄
え
て
き
た
能
代
市
民
で
す
．
わ
た
し
た
ち

は
、
こ
の
美
し
い
風
土
と
先
人
の
遺
業
に
深
く
感
謝
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
築
く
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を

か
か
げ
ま
す
。

て
・
目
然
を
愛
し
、
縁
を
そ
だ
て
、
美
し
い
ま
ち
を
つ

　
　
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
で
、
働
く
こ
と
に
喜
び
を
も
ち
、
活
気
あ
る

　
　
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
学
ぶ
心
を
育
て
、
薫
り
高
い
文
化
の
ま
ち
を
つ
く

　
　
り
ま
す
。

一
、
家
庭
を
大
切
に
し
、
心
の
ふ
れ
あ
う
あ
た
た
か
い

　
　
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
。

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
安
全
で
清
潔
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
市
の
花
と
な
っ
た
ハ
マ
ナ
ス
は
バ
ラ
科
の
落
葉
濯
木

で
、
古
く
か
ら
能
代
海
岸
砂
１
池
に
も
多
く
自
生
し
、

か
つ
て
は
染
料
の
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ほ
か
、
そ

の
実
は
お
盆
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
市
民
に
と
っ

て
愛
着
の
深
い
花
で
あ
る
．
．

　
ま
た
、
能
代
市
は
海
か
ら
の
強
い
西
風
と
海
岸
の
飛

砂
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
が
、
多
く
の
先
人
が
植
林
に
努

め
た
結
果
、
今
で
は
海
岸
一
帯
は
ク
ロ
マ
ツ
の
美
し
い

樹
林
と
な
り
、
日
本
一
の
規
模
を
誇
る
と
同
時
に
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
、
ユ
リ
カ
モ
メ
、
ウ
ミ
ネ
コ
な
ど
、

カ
モ
メ
科
の
海
鳥
は
四
季
を
通
じ
て
能
代
港
や
米
代
川

に
飛
来
す
る
．
そ
の
臼
い
飛
翔
は
青
い
空
、
紺
碧
の
海

に
美
し
く
映
え
、
冬
に
は
数
万
羽
の
群
舞
が
見
ら
れ
る
。

カ
モ
メ
は
市
民
に
と
っ
て
い
ち
ぱ
ん
身
近
な
鳥
で
あ
る
。

　
　
　
在
京
能
代
会
　
会
長
・
宮
腰
茂
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
・
安
岡
政
勝
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
４
７
９
Ｊ
－
－
】
ａ
Ｑ
Ｊ
ー
１
１
ｒ
り
８
【
／

ふ
３
さ
と
一
文
化
財
保
存
に
地
道
な
努
力

藤
既
町
（
旧
藤
琴
村
、
粕
毛
村
を
合
体
）

　
町
の
教
育
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
小
冊
子
「
藤
里
の
文

化
財
石
像
塔
隣
組
（
Ｂ
６
判
・
六
ト
六
ペ
ー
ジ
）
」
を

刊
行
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
刊
行
さ
れ
た
「
神
社
組
」
に

続
く
第
．
一
弾
で
、
町
内
百
七
基
の
石
塔
や
石
碑
が
写
真

入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
，
，
所
在
地
や
塔
・
碑
の
種
類
、

建
立
年
月
日
、
碑
文
、
大
き
さ
な
ど
の
説
明
が
あ
る
。

最
も
多
い
の
は
記
念
碑
で
十
八
基
、
次
い
で
今
な
お
多

く
の
人
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
庚
申
塔
が
十
七
基
、
石
灯

罷
が
十
一
基
、
こ
ま
大
七
基
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
中
に
は
百
六
十
年
ほ
ど
前
に
建
て
ら
れ

た
宝
昌
与
境
内
の
餓
死
霊
牌
や
鹿
瀬
内
沢
国
有
林
に
あ

る
大
正
九
年
の
藤
駒
陪
で
の
遭
難
死
供
養
塔
、
昨
年
町

内
五
ヵ
所
に
建
て
ら
れ
た
菅
江
真
澄
歌
碑
も
掲
救
さ
れ

て
い
る
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
文
化
財
保
護
審
議
会
と
合

同
で
、
藤
里
町
の
文
化
財
の
記
録
保
存
や
町
民
の
文
化

財
保
護
意
識
の
高
揚
を
ね
ら
っ
て
、
昨
年
か
ら
「
藤
眠

の
文
化
財
シ
リ
Ｆ
ズ
」
と
し
て
、
七
人
の
町
文
叱
財
保

護
審
議
会
委
員
が
現
地
調
査
を
担
当
し
、
町
教
育
委
員

会
事
務
局
で
写
真
撤
彭
と
編
集
を
行
っ
て
、
年
次
計
画

で
刊
行
物
を
発
行
す
る
。
な
お
、
来
年
は
「
巨
木
名
木

組
」
を
刊
行
の
ｆ
定
で
あ
る
。

　
　
　
在
京
藤
里
会
　
会
長
・
加
賀
谷
長
市
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
・
睡
眠
町
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
１
８
５
－
｛
／
９
－
り
一
―
１
１
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函るさと短儒●

バ
ー
ル
セ
ロ
ナ
目
指
宵
健
脚
ｔ
披
露

峰
浜
村
（
旧
沢
口
村
、
塙
川
村
を
合
体
）

　
昨
年
も
こ
の
会
報
の
『
ひ
と
一
欄
で
紹
介
し
た
自
転

車
の
鈴
木
裕
美
．
ｔ
（
新
制
3
1
期
）
選
手
は
、
峰
浜
村
岩

ｆ
出
身
。
そ
の
鈴
木
選
手
が
五
月
の
国
際
サ
イ
ク
ル
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
で
、
見
事
に
日
本
の
第
一
人
者
の
貫
禄
を

示
し
た
。

　
こ
の
レ
ー
ス
は
束
京
、
名
古
屋
、
大
阪
を
転
戦
し
て

総
合
得
点
を
争
う
も
の
だ
が
、
第
一
戦
の
東
京
大
会
は

日
比
谷
シ
テ
ィ
前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
大
井
埠
頭
を
周
回

す
る
六
〇
・
五
七
キ
ロ
の
コ
ー
ス
。
外
国
の
一
流
選
手

十
六
名
を
含
む
四
二
名
が
参
加
し
た
。
レ
ー
ス
は
集
団

の
ま
ま
終
盤
に
入
り
、
残
り
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
団
子
状

態
で
ゴ
ー
ル
に
な
だ
れ
込
む
展
開
に
な
り
、
一
位
の
タ

ッ
ペ
ル
（
オ
ラ
ン
ダ
）
選
手
に
わ
ず
か
百
分
の
九
秒
及

ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
選
手
と
し
て
は
各
大
会
を

通
じ
て
日
本
人
過
去
最
高
の
二
位
で
ゴ
ー
ル
を
駆
け
抜

け
た
．

　
鈴
木
選
手
は
名
古
屋
、
大
阪
大
会
で
も
健
闘
。
三
つ

の
レ
Ｆ
ス
を
合
わ
せ
た
ポ
イ
ン
ト
制
で
争
わ
れ
る
総
合

順
位
は
、
東
京
大
会
優
勝
の
タ
ッ
ペ
ル
選
手
を
抜
い
て

堂
々
の
四
位
と
な
っ
た
。
一
位
エ
イ
コ
フ
（
ア
メ
リ
カ
）
、

二
院
メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
（
ア
メ
リ
カ
）
、
三
位
ホ
ッ
ジ
（
イ

ギ
リ
ス
）
と
上
位
三
人
は
外
国
勢
。
ホ
ッ
シ
選
手
と
の

差
は
わ
ず
か
一
二
ポ
イ
ン
ト
。
総
合
順
位
の
女
子
日
本
勢

の
過
去
最
高
は
七
院
で
、
鈴
木
選
１
は
こ
の
記
録
も
大

き
く
塗
り
替
え
た
。

　
三
〇
歳
と
ベ
テ
ラ
ン
の
域
に
入
っ
た
彼
女
だ
が
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
ヘ
の
夢
に
向
か
っ
て
ま
だ
ま
だ
果
敢
な
挑
戦

は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
峰
浜
ふ
る
さ
と
会
　
会
長
・
富
岳
皆
猛
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
・
峰
浜
村
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
１
８
５
－
７
６
－
２
１
１
１

東
京
め
ー
角
に
ふ
３
さ
と
が
出
現

山
本
町
（
旧
下
岩
川
村
、
金
岡
村
、
森
岳
村
を
合
体
）

　
す
で
に
恒
例
と
な
っ
た
東
京
山
本
会
は
、
昨
年
ト
ー

月
浅
草
の
台
東
区
民
会
館
で
第
４
回
総
会
が
開
催
さ
れ

た
．
町
か
ら
の
出
席
者
を
含
め
約
ニ
ハ
○
名
の
参
加
で
、

一
年
ふ
り
そ
し
て
そ
れ
以
上
の
再
会
を
楽
し
む
声
が
会

場
一
杯
に
み
な
ぎ
り
あ
ふ
れ
た
。
会
場
に
は
、
秋
田
魁

新
聞
や
北
羽
新
報
の
取
材
記
者
の
顔
も
見
ら
れ
、
総
会

及
び
懇
親
会
の
模
様
は
「
き
り
た
ん
ぽ
囲
み
懇
談
、
踊

り
も
披
露
、
盛
り
上
が
る
」
≒
写
真
入
り
で
大
き
く

報
道
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
①
会
員
相
互
の
親
睦
と
会
員
拡
大
、
②

山
本
町
へ
の
情
報
提
供
、
③
ふ
る
さ
と
へ
の
桜
の
植
林
、

な
ど
六
項
目
の
事
業
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
お

楽
し
み
の
懇
親
会
に
移
り
、
郷
土
料
理
キ
リ
タ
ン
ポ
を

味
わ
い
な
が
ら
、
金
岡
・
羽
立
の
勇
壮
な
「
さ
さ
ら
」
、

じ
ゆ
ん
さ
い
音
頭
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
、
だ
れ

も
が
ふ
る
さ
と
を
満
喫
し
た
。
さ
ら
に
、
懐
か
し
い
恩

師
を
囲
む
輪
も
あ
ち
こ
ち
に
で
き
て
、
子
供
時
代
に
帰

っ
て
は
し
や
ぐ
姿
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
東
京
山
本
会
第
５
回
総
会
は
、
平
成
三
年
ト

月
ニ
ト
ー
日
（
日
）
、
東
京
浅
草
・
台
東
区
民
会
館
で
開
催

の
予
定
で
あ
る
。

東
京
山
本
会

会
長
・
鈴
本
多
助
氏

幹
事
長
・
板
倉
富
鉱
氏

事
務
励
・
袴
田
事
務
所

０
３
－
３
６
０
９
－
８
５
８
４

嗇
橋
マ
弓
リ
ヽ
｀
一
も
う
一
つ
一
顧
－
１
あ

き
た
こ
ま
ち

ニ
ツ
井
町
（
旧
ニ
ツ
井
町
、
富
根
村
、
種
梅
村
、

荷
上
場
村
を
合
体
、
響
村
を
編
入
）

　
号
砲
が
鳴
っ
て
す
で
に
数
分
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を

駆
け
’
技
け
て
い
く
市
民
ラ
ン
ナ
ー
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

毎
年
国
内
外
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
含
む
一
万
五
千
名

以
上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
憧
れ

の
了
フ
ソ
ン
大
会
で
あ
る
，
そ
の
日
本
一
の
規
模
を
誇

る
青
梅
報
知
マ
ラ
ソ
ン
は
今
年
2
5
回
の
記
念
大
会
。
わ

が
ニ
ツ
井
町
か
ら
も
1
0
キ
ロ
の
部
、
3
0
キ
ロ
の
部
に
男

女
介
わ
せ
て
い
１
１
名
が
参
加
し
、
全
員
見
事
に
完
走
し
た
。

　
し
か
し
、
ニ
ツ
井
町
の
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
参
加
は
ラ
ン

ナ
ー
だ
け
で
は
な
い
。
束
京
ニ
ツ
井
会
の
協
力
も
あ
っ

て
、
今
年
も
あ
き
た
こ
ま
ち
の
お
に
ぎ
り
二
万
五
千
個

余
り
が
特
別
参
加
。
お
む
す
び
の
特
別
参
加
は
す
で
に
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五
回
目
と
あ
っ
て
、
ラ
ン
ナ
Ｆ
に
も
す
っ
か
り
お
な
じ

み
。
ア
ッ
と
い
う
ま
の
品
切
れ
に
な
り
、
町
産
ブ
ラ
ン

ド
米
も
い
よ
い
よ
こ
の
大
会
の
も
う
一
つ
の
顔
に
な
り

つ
つ
あ
る
模
様
。

東
京
ニ
ツ
井
会
　
会
長
・
吉
田
　
裕
氏

　
　
　
　
　
　
　
東
京
事
務
叫
・
桂
田
氏

　
　
　
　
　
　
　
０
４
９
〕
４
－
８
４
－
０
１
５
１

フ
ナ
ー
森
て
心
ｔ
豊
か
に

ハ
森
町
（
旧
ハ
森
村
、
岩
館
村
を
合
体
）

　
最
近
の
レ
ジ
ャ
ー
は
、
観
光
や
消
費
型
か
ら
心
の
豊

か
さ
や
充
実
を
求
め
る
方
向
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
昨

年
、
わ
が
町
に
県
が
建
設
し
た
森
林
科
学
館
（
ハ
森
ふ

な
っ
こ
ラ
ン
ド
）
は
そ
の
要
求
に
ぴ
っ
た
り
の
施
設
で
、

今
各
方
面
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
丸
い
ド
ー
ム
型
の
屋
根
を
待
つ
建
物
は
す
べ
て
秋
田

杉
で
作
ら
れ
て
お
り
、
天
井
は
組
み
合
わ
さ
れ
た
太
い

梁
の
ア
ー
チ
が
力
強
く
、
そ
の
美
し
さ
に
訪
れ
る
人
々

は
し
ば
し
感
嘆
の
吐
息
を
も
ら
す
。

　
内
部
に
は
世
界
一
と
言
わ
れ
る
臼
神
ブ
ナ
原
生
林
の
様

子
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
ジ
オ
ラ
マ
（
立
体
縦
型
）
を

始
め
、
パ
ネ
ル
写
真
、
ブ
ナ
で
作
ら
れ
る
製
品
な
ど
が
豊
富

に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
プ
ナ
の
森
が
も
た
ら
す
美
し
い
自

然
や
大
切
な
働
き
、
豊
か
な
恵
み
、
プ
ナ
と
人
と
の
関
わ
り

の
中
に
生
ま
れ
た
独
特
の
文
化
に
つ
い
て
の
情
報
が
で
き

る
限
り
盛
り
込
ま
れ
て
、
森
を
育
て
自
然
を
守
ろ
う
と
す

る
意
蔵
を
高
揚
す
る
の
に
格
好
の
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
建
物
の
岡
囲
に
は
、
炭
焼
き
釜
、
キ
ノ
コ
の
森
、
生

産
の
森
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
希
望
者
は
そ
こ
で

体
験
を
通
し
た
学
習
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
清
流
真
瀬
川
の
回
り
の
遊
歩
道
、
あ
ず
ま
鄙
、

真
湯
田
を
渡
る
僑
も
完
成
し
て
お
り
、
四
季
折
々
の
変

化
を
栗
し
み
な
が
ら
の
散
策
も
健
康
的
で
あ
る
。

　
　
　
東
京
ハ
森
会
　
会
長
・
加
賀
谷
光
丸
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
Ｑ
・
ハ
森
町
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
１
０
０
ｒ
Ｄ
【
♂
・
７
　
り
乙
１
１
１

男
性
山
６
山
開
き
－
－
好
評
な
自
然
な
ま

ま
一
堂
山
道

琴
丘
町
（
旧
鹿
渡
町
、
上
岩
川
村
を
合
体
）

　
六
月
二
日
、
恒
例
の
房
佐
山
山
開
き
が
町
内
外
か
ら

八
十
人
の
参
加
で
行
わ
れ
た
．
房
住
山
は
古
く
か
ら
修

験
の
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
、
坂
上
田
村
麻
昌
と
長
両
三

兄
弟
の
攻
防
な
ど
を
記
し
た
「
房
佐
山
古
伝
記
」
の
舞

台
と
し
て
地
名
伝
説
も
豊
富
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は

三
十
三
観
音
も
安
置
さ
れ
、
信
仰
の
山
と
し
て
も
有
名

な
ほ
か
、
新
秋
田
観
光
三
十
箭
に
も
選
ぱ
れ
て
い
Ｑ
‘
'

昨
年
か
ら
滝
の
上
登
山
口
（
Ａ
コ
ー
ス
）
、
小
新
沢
林
道

登
山
口
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
、
ニ
ツ
井
側
登
山
口
（
Ｃ
コ
ー
ス
）

の
三
つ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
は
山
東
も
豊
富
で
、
登
山
道
の
す
ぐ
近
く

に
竹
の
子
、
ミ
ズ
、
フ
キ
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ひ
山
口
か
ら
登
っ
た
参
加
者
は
、
今
年
も
元
気

に
項
ト
に
集
合
、
そ
こ
で
安
全
祈
願
祭
を
行
っ
た
で
大

気
は
薄
曇
り
な
が
ら
、
頂
上
か
ら
の
視
界
は
三
六
〇
度
。

森
吉
山
、
太
平
山
、
大
潟
村
、
日
本
海
が
一
望
で
き
て
、

参
加
者
は
登
山
の
疲
れ
も
忘
れ
見
と
れ
て
い
た
。
下
山
後

の
昼
食
は
地
元
小
新
沢
自
治
会
の
山
菜
汁
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
、
新
し
く
で
き
た
滝
の
上
林
間
広
場
。
ま
た
、
臨
時

の
郵
便
局
も
設
阪
さ
れ
記
念
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。

　
「
あ
ま
り
ｒ
を
加
え
ず
自
然
の
ま
ま
な
と
こ
ろ
が
よ
い
。

来
年
は
Ｃ
コ
Ｆ
ス
に
挑
戦
し
た
い
」
「
観
音
像
に
歴
史
的

魅
力
が
感
じ
ら
れ
、
深
山
の
雰
囲
気
が
い
い
」
な
ど
と

参
加
者
の
感
想
は
お
お
む
ね
好
評
だ
っ
た
。
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一
月
二
六
日
東
京
八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
第
７
回

関
東
琴
丘
会
が
開
催
さ
れ
た
。
町
関
係
者
ト
七
名
が
地

鶏
、
ダ
マ
コ
モ
チ
、
馬
刺
し
な
ど
を
持
参
し
て
上
京
。

会
員
は
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
昧
に
舌
鼓
を
打
ち
、
で

き
た
て
の
町
民
音
頭
と
琴
丘
町
史
の
披
露
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
発
展
の
た
め
に
大
い
に
意
見
を
交

換
し
合
っ
た
。

　
　
　
関
東
琴
丘
会
　
会
長
・
腰
山
巳
代
治
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
・
琴
座
町
役
場

０
１
ｎ
り
に
り

ｎ
り
【
，
Ｊ

り
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ

完
成
近
い
八
竜
運
動
公
園

ハ
竜
町
（
旧
鵜
川
村
、
浜
口
村
を
合
体
）

　
町
は
、
昭
和
6
0
年
度
か
ら
建
設
省
の
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

吏
栗
を
導
入
し
、
町
民
が
快
適
に
過
ご
せ
る
住
環
境
整
備
や

ふ
れ
あ
い
・
憩
い
の
場
所
造
り
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
な

取
り
組
み
を
し
て
き
な
メ
イ
ン
施
設
の
町
民
体
育
館
、
駐

車
場
、
・
目
転
車
置
き
碩
あ
ず
ま
順
、
準
天
候
型
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
兼
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
丸
太
材
を
活
用
し
た
舟
形
の
遊

丑
ハ
、
水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
と
、
す
で
に
公
園
と
し
て
の

様
相
を
整
え
つ
つ
あ
る
．

　
今
年
度
も
、
展
望
台
、
床
黎
地
蔵
築
山
な
ど
を
建
設
中
で
あ

今
中
で
も
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
展
望
台
は
、
高
さ
が

５
メ
ー
ト
ル
も
の
擬
岩
風
に
仕
上
げ
ら
れ
、
内
部
の
螺
旋
状
階

段
を
登
れ
ば
、
公
園
内
が
全
部
見
渡
せ
る
も
の
と
な
る
。

　
来
年
以
降
の
施
設
整
備
と
合
わ
せ
、
こ
こ
が
ハ
奄
運
動
公

園
と
し
て
町
民
に
活
用
さ
れ
、
公
園
以
上
の
機
能
を
発
揮
し

て
、
町
作
り
の
核
と
な
る
こ
と
が
今
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
ト
二
月
二
日
酋
都
圏
在
住
の
ハ
竜
町
出
身
者
で
組
織

す
る
「
東
京
八
巡
会
」
の
総
会
が
車
示
の
浅
草
で
開
催
さ
れ

た
．
総
会
に
は
、
百
七
十
名
の
会
員
が
参
加
し
、
町
長
始
め

町
か
ら
上
京
し
た
三
圭
二
名
と
懇
談
を
深
め
た
。
会
場
の
あ

ち
こ
ち
に
一
年
ぶ
り
の
再
会
奎
唇
ぴ
、
ふ
る
さ
と
談
義
に
花

を
咲
か
せ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
　
　
東
京
ハ
竜
会
会
長
・
川
村
幸
信
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
・
ハ
竜
町
役
場

Ｏ
１
８
ｒ
ａ

C
X
D
L
Q

９
乙
１
１
１

責
森
県
西
津
軽
郡
岩
崎
村

村
め
開
発
振
興
に
本
場
一
サ
、
｀
り
も
一
役

　
村
は
、
昭
和
6
3
年
５
月
、
日
本
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
い
わ

さ
き
計
画
が
ス
タ
ー
ト
以
来
、
同
年
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

・
ス
ピ
リ
ッ
ト
委
員
会
設
立
、
平
成
元
年
サ
ン
タ
ラ
ン

ド
協
定
締
結
、
サ
ン
タ
ポ
ス
ト
開
業
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
郵
便
局
開
局
、
平
成
２
年
リ
フ
レ
ッ
シ
ユ
村
開
業
（
ロ

グ
ハ
ウ
ス
）
、
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
こ
フ
ヌ
ア
郡
と
の
姉
妹
都

市
締
結
、
サ
ー
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
、
Ｈ

本
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
実
現
に
向
か
っ
て
の
準
備
が
着
実
に

進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
そ
の
間
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か

ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
村
に
招
灸
ョ
ー
ル
ブ
ッ
キ
（
サ

ン
タ
）
祭
を
開
催
す
る
な
≒
村
内
に
限
ら
ず
広
く
日

本
に
「
愛
と
思
い
や
り
、
そ
し
て
希
望
」
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
普
及
し
、
夢
と
ロ
マ
ン
を
与
え

る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
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　　　　松陵スポットＳトピヽソリス

　　　　　　　先生とあだ名

　みちのくの遅い花の季節もようやく間近に迫ろ

うかというある[1の任下がl〕、陸曹の-番端にあ

る理科準備室では、ぃつものように教師たちがド

咬間際の雑談に花咲かせていたｴ

　そこへ新入生とおぼしき生徒が入ってきて、

｢あの－、カショウ先生ぃねスか｣

‾なぬ－、カショウ先生だ－Jと、Ｗ先生。今にも

鼻からずり落ちんぱかりの眼鏡越しに、生徒をジ

ロリとひとにらみ。

　生徒、わけもわからず恐縮して、
｢あの－、先輩がカショウ先生ぃねが聞イでこいて

しゃべたス｣

‾それだば、オメー、先輩にからかわれたんだ。本
咬にそした先生はぃねよ．ちゃんとＷ先生と言わ

ねばダメだ｣と、ヤマイモことＫ先生が懸命に笑

いを噛み殺しながら諭す。

｢いや－、新入生が先生捕まえて、いきなりあだ名

で呼ぶとぃうのは、開聞以来の不祥事でねスか、

先生｣と、プランクトンことＡ先生が、独特のナ

ットウのような粘っこい目調でまぜっかえす。

昔、 どこの高校でもこのような光景がいつ出現

してもおかしくないほど、教暉にあだ名はつきも
のだった。今、生徒から愛称としてのこックネー

ムを奉られる先生かきわめて少ないと聞く。その

善し悪しはさておいて、あだ名とともに古きよき

ﾄ1の恩師の雄姿を一時懐かしむのも-興かと思う。

能中時代の懐かしい光生

西田平一校長（ヘッチャ）

新家利一校長（ウルメコ）

高橋一郎校長（ウマッコ）

黒瀬達也教頭（クマソ）

鈴木勇先生（漢文・ヒラメ）
小竹寛治先生｛英語・ウルフ）

佐久高士先生（歴史修身・テロ）

根底久三郎先生（国語・ピストル）
南初喜先生（歴史修身・ケシズミ）

石丸金重先生（数学・ササン）

田由雄四郎先生（数学・センフリ）

川野卯一先生（数学・ナンパ）

小葉田亮先生（地理・コパゲ）

上原俊一先生（国語・ヤギ）

立石栄吾先生（化学・タテガモ）

森蕃先生（数学・アカブタ）

徳原俊三先生（英語・ビール）

太田口政治先生（体育・ウマッコ）

野村政治先生（図工・アカヒゲ）
衛藤正敏先生（物理・ジャイアント）

田村照一郎先生（英語・ライオン）

近江静謐先生（植物・ホシミドロ）

村松四郎先生（化学・ムシナ）

占田勇三先生（農業・カクセイキ）

須田定基先生（柔道・ガメ）

大山会三郎（音楽・シャクシ）

高橋岩五郎先生（柔道・ガン）

武術岩雄先生（剣道・ジッチャ）

　以ト、この資料は塚本先輩からお借りしました。

　ＴＥＬ

連絡先

　〒164

　TEL

パレー郵東京ＯＢ会発足

　同窓生であり、恩師であり、能代高校バレー部

の育成に多大な貢献をなされた大原義iE氏の１周

忌にあたる平成３年４月13日、「大原義王氏をしの

ぶ会．が渋谷で聞かれました。能代から能代高校

バレー部ＯＢ会会長武田重一先生も上京され、教え

ｆである菅原貞敬氏からはせつせつたる追悼が献

じられるなど、しめやかな中にも、多数の同窓生

が列席され、万事明るいことがお好きだった大原

先生のご遺徳を偲ぶにふさわしい、陽気でなごや

かな雰囲気に満ちあふれた会に終始いたしました。

　これに先立ちまして「能代高校バレー部東京OB

会」の設立総会が催され、同会の結成が決まり、

近藤誠氏より大原先生のご直影に東京ＯＢ会発足の

報告がなれました。

　なお、同OB会運営のための年会費は、

3.000円とさせて頂きましたので、ご協力のほどよ

ろしくお願いいたします。

　　能代高校バレー部東京ＯＢ会設立発起人

　　　　　　　　　塚水原逸　　近藤誠

　　　　　　　　　菅原貞敬　　石川岫宏

会長近藤

　〒242-03

誠

神奈川県海老名巾柏ケ谷967

モア　ステージ海老名320

0462－33－0026

ハ柳昭義

　中野区中央5－7－1㈱友和内

03－3肪3－21n

夕YjcT゛乙ＹｘｙあΥΥＸＹｚｙ託￥ｚｙｘ庚
と春の叙勲・教育功労賞　　　　　　　で
y畔　宏先生平成２年、勲四等・旭小綬賞ミ

８受賞。　　　　　　　　　　　　　　８

≫鎌田先生は、旧制能代中学・能代南高校でべ

８国語を教えられ、県教委指導主事、由利一本８

≫荘高校教頭を歴任。44年鷹巣高校校長、県政ヅ

８育庁主席参事のあと、49年能代高校校長になＸ

ぞった。57年能代市教む長となり、59年９月ので

Ｍ退職まで三期、９年間同職を務められ、高校Ｑ

と教育振興ならびに地方教育行政に多大な貢献で

ふ9ご゛=･　　　　　　　　　　　ぶI

8高橋直三先生平成３年、勲四等・瑞宝章受答:

そ拓　高橋先生ａ、一昨年、東京の総会席上乞

?iで先生のお話にもあった通り、昭和21年４月゛

ご旧制能代中学に物理・化学の教師として赴任首

で?以来、35年３月まで能代高校で教鞭を取られ゜

ごたが、同年４月能代商業高校教頭､45年同校校首

で?長に昇任｡52年角館高校校長で定年を迎えるまミ
ぐでヽ広く県内各地で高校教育振興に貢献された。回

心ＡＸＡ９ｅλｘＡｗλλｘλｗＡＸλｗＡＸぶ
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生徒状況

　田在学生徒（普通科のみ）

学年 男ｆ 女子 合計 出能代市　山本郡　北秋田ｉ南秋田　他県内　青森県　他県外

１ 228 104 332 身　　177　　n7 23 ５　　　４　　　６　　　０

２ 226 100 326 中　　191 i　　96 21 ６ ６ ４　　　２

３ 236 94 330 学 2n 99 ５ ６ ３ ４　　　２

合計 690 298 988校 579 312 49 17 13 14　　　4

（2）部・同好会加入状況（加Ａ率68％）

硬野球　軟野球軟庭球(男) 軟ｅ求(女) サッカー|登山　心ｹﾘﾄ バレー 卓球 柔道 剣道　体操

i　50　　20　　　15 26 35 6　　23 16 ６ 13 15　　11

陸上競　水泳，空手道　吹奏楽 演劇 文芸　新聞 写真 美術 囲碁・将棋　JRC

33　1　13 18　　　52　　20 23　，14 27 １２　　　　４１　９

放送 茶道 フォーク　ＩＮＣ　　科学 無線 アニメ 歴史 映画　応援

20 39 7　　　19　　24 11 15　　16 44　　14

卒業生状況（卒業後の進路） 就職の川内は県内就職数

年度卒業数国公大(合格) 恨包大(侶各) 国公短 私短　　専門各種 小計　就　職　その他

60 322　63（72） 73（107） ４ 7　　　40 187 70（33）　　65

61 366　59（77）101（178） ７ 5　　　36 208 58（25）　　100

62 1 385　75（105）92（132） ６ 11　　　32 216 47（21）1　　122

63　324　44（65）84（129） ６ 8　　　37 1791 47（26） 98

元　327　55（77）95（133） ８ 12 38 208 狗（17） 70

教職員組織

校
長
教　　教　　実習　養護
頭　　諭　　助Ｆ　教諭

事務
職員

技
師 小
計
臨時
講師
臨時
職員

校　　合医　　計

１ １　　４６　　１　　　１

　　１

４ ２ 56 ３

≒ 　　　　　｜
5　　66　！

教諭

教諭平均年齢

男子

男子

41名

45.2歳

　女子5名

女子43.1歳

一 23－

　計46名

45.1歳
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(現役)最近３年間進学状況
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体操部インターハイ優勝、梶原義美個入優勝

体操部インターハイ優勝

体操部インターハイ優勝、平川文雄個人優勝，バレー部インターハイ優勝。体操部国体

優勝

体操部インターハイ優勝、辻健一個人優勝。バレー部インターハイ準優勝。体操部国体

優勝．バレー部国体第３位

体操部インターハイ優勝、建部盛蔵個人優勝

体操部インターハイ優勝

体操部インターハイ優勝

体操部インターハイ優勝、小野喬夫個人優勝。体操部国体優勝

大山保夫インターハイ柔道第３位

硬式野球部甲子園出場

ニツ井分校秋田県立ニツ井高等学校となる

創立40周年記念式典挙行
体操部インターハイ準優勝

体操部インターハイ準優勝

杉原正規インターハイ陸ﾄ競技・走高跳第３位

能代高咬校舎改築期成同盟会設立
新校舎建設第１期工事着工

新院舎弟１期工事（普通教室陳）完成

新校舎第２期工事（特別教室及び管理陳）完成

軟式野球部国体第３位

新校舎に移転授業開始。体育館完成

セミナーハウス・陸上競技場完成

水泳プール完成．

校門建立（同窓会寄付）

［「］在の像除幕（旧制19期生小休肇氏寄付、新制11期生戸松恭一氏制作）

校舎改築落成及び創立50周年記念式典挙行

柔剣道場完成

硬式野球場完成

硬式野球部甲子園出場

硬式野球部甲ｆ園出場

テニスコート完成

軟式野球場整地並びにバックネット完成

欧式野球部インターハイ準優勝

第二体育館、渡り廊ﾄﾞ、部室完成

吹奏楽器整備

軟式野球部国体優勝

校歌の掲額（旧制19期生小林華氏寄贈、|日割11期生山田顕一氏揮毫）
軟式野球部インターハイ優勝

Ｈ本海中部地震により校舎の一部損壊

軟式野球部国体第３位
軟式野球部国体第3f大館岡潤インターハイ体操床第２位

創ダ60周年記念事業・黒松植樹

軟式野球部インターハイ第３位。舘岡潤インターハイ体操床第３位

校訓の掲額（旧制15斯生参議院議員佐々木満氏揮毫）、創立60周年記念式典挙行

創立60周年記念事業・体育館放送設備全面更新

前立60周年記念事業・生徒用自転車置場舗装

創立60周年記念事業・黒松ほか植樹

昭和61年度秋田県学校関係緑化コンクール学校環境緑化の部県知事賞受賞

65分授業の実施

雨天体育館完成

　　　　　　　　　　　　　　－26－



学校概況

所在地〒016 01　秋田県能代市字高塙2－1

学校創立

校地校舎

TEL 0185－54－2230

大丑14年4月6日〈卒業生総数　14､369払〉

校地面積91.711m

校舎面積11.431.19m
　　管理陳、教室棟、大体育館、小体育館、格技場、巾天体育館、７－;ﾚ、部室陳、その他

教育計画

　建学の精神
訓
標

　
　
Ｆ

　
　
－

　
　
育

枚
数

l‾一囚文教ヲ以テ興リ、-一国文教ヲ以テ亡ブJ

1至,滅力行』

　　真理を追究する旺盛な精神力と広い現野に貪った熱意とをもって

　　きる入問

訟こ当たることので

正義を愛し、責任を重んじ、自主的の行動できる人間

自然に親しみ、人間を愛レ国際社会にも貢献できる協調性に富んだ、心身共に健康

な入間

清く正しく、真心をもった生活をできるようにする。（克己誠実）

進路目標の達成に向かって、自ら積極的に学習できるようにする。（自発学習）

心と体を鍛え、本校の名声を高める部活動に主体的に励むようにする．（卸活精励）

実効ある65分授業の構築

進学対策、卸活動吋策の検討と実践

教育環境の将来構想の策定

秋田県立能代中学校設立認可

第１目入学式挙行（２学級、秋田県工業講習所にて授業開始）

校舎を新築の体操場に移転

父兄会創立、校旗制定、校歌制定

校舎落成式挙行（以後開校記念E］と定む）
同窓会創立

校訓制定

校章制定

体操部明治神宮大会優勝

学級増加となり３学級募集

中村史朗明治神宮大会体操個人優勝

柔道場、銃器庫を残し校舎全焼。長脹町仮按配こ移転

学級増加となり４学級琴集

体操部第１回国体優勝、鍋谷鉄巳個人優勝

能代中学再建同盟.結成

体操部国体優勝、小野喬個人優勝

吟ｆ山新校舎に移転（能代市追分町）

新学制実施．秋田県立能代南高等学校と改称

定時制課程、ニツ井・藤琴・八森・常盤分校付設

再建校舎落成式挙行。校歌・校章改定

体操部第１回インターハイ優勝、小野喬個人優勝。体操部国体優勝

体操部インターハイ優勝

男瓦共学実施

体操部インターハイ優勝

体操部インターハイ優勝、鈴木恪悦個人優勝。体操部国体優勝

卒業生鍋谷鉄巳、小野喬両氏ヘルシンキオリンビック出場記念の記念碑を校庭に建立

秋目県立能代高等学校と改称

　　　　　　　　　　　　　　　－27－
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私田県立能代畜校東京月窓会会則

第ゴ条　本会は秋田県能代高等学校東京同窓会と称する。

第２条　本会は能代高等学校を卒業、又は在籍し、東京及び東京近郊に居住

　　　　する者は、総てその入会の資格を得るものとする。

第３条　本会は同窓生各位の親睦と相互の繁栄を図り、以て郷土の発展と母

　　　　校の興隆に寄与するものとする。

第４条　木全は幹事を置く。但し人数は制限しない。任期は定めない。

第５条　幹事の内より、全長１名・副会長２名以上・会計１名以上を置く。

　　　　又、名誉会長及び顧問を置くことが出来る。但し､任期は２年とし、

　　　　留任は妨げない，

第６条　本会の運営に当り事務局を設ける。

第７条　本会の運営‥切の事項については、幹事会に一任する。

第８条　本会は年１回総合を開催する。

第９条　本会運営費は、総合開催時に若干各位が納付するものとする｡但し

　　　　金額に開しては総会開催時に幹事会がこれを定めるものとする。

第lo条　納付された運営費は返還しない。

第ｎ条　本会の会計年度は、毎月10月１日に始まり、９月末日を以て終わる。
Ｌ＿＿＿｡＿．

あ・と・が・き

　　　ｔ

一一Ｊ

　能代高校東京同窓会と改称以来､今年でまる10年を迎えようとしております.その記念すべき総

会を迎えるに当たって､事務局としてはいろいろな企画もあり、また会員猪兄姉へのお願いなども

盛り込みたぃとの意向から､会報のNa4の刊行がたいへん延び延びになってしまぃましたことをま

ずお詫ぴ串し上げなければなりません。特に、湾岸戦争の勃発は避けられないと見られた時斯、

お忙しいさなかにわざわざ巻頭のお言葉をお寄せぃただぃた高橋正太郎先輩には、せっかくのご

卓見が、なにか間の抜けた頃の発表となってしまいましたこと、誠に申し訳なく思っております。

　例年どおり、平成２年度の総会の状況とといこ、郷里の近況などをあしらった内容で隣成ぃた

しました。郷里の近況につきましては、各地からお寄せぃただぃた市町村便りのほか、能代市役

所東京駐在所の布川隆治総務部参事に、たびたび熱弁をふるってぃただきました。会報の発行以

来、現在の市町村名では、ﾄ､京した当時の郷里の面影が思い浮かべにくいなど、いろいろ責重な

ご意見をいただいておりますが、今後とちよろしくご指導・ご協力のほどお願いいたします。

　　　　　　　　　〒164東京都中野区中央５丁目７番１号　株式会社友和　内

　　　　　　　　　秋田県立能代高等学校東京同窓会事務局　�03-3383-2111(大代表)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集：杉崎孝雄(新制８期)
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